
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
え
と
は
馬
。
「 
鞍
上 
人
な
く

あ
ん
じ
ょ
う

 
鞍
下 
馬

あ
ん
か

な
し
」
の
言
葉
よ
う
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協

働
で
の
「
み
な
ぎ
る
活
力
と
や
す
ら
ぎ
が
調
和

す
る
と
き
め
き
の
ま
ち
」
づ
く
り
に
向
け
て
、

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

旧
年
中
の
市
政
に
対
す
る
ご
理

解
、
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
二
十
一
世
紀
の
幕
開

け
と
市
制
三
十
周
年
が
重
な
っ

た
昨
年
は
、
多
く
の
事
業
を
通

し
て
市
民
皆
様
が
き
ず
な
を
深

め
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
飛
躍
の

礎
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特

に
、
子
ど
も
た
ち
が
主
役
と
な 

っ
た「
ざ
ま
子
ど
も
議
会　

」や
２１

「
記
念
式
典�
未
来
へ　
は
じ
け

ろ　
ざ
ま
っ
子
�」は
、子
ど
も
た

ち
の
夢
と
希
望
を
将
来
に
力
強

く
託
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
最
近
に
お
け
る
社
会

経
済
情
勢
は
、
依
然
と
し
て
楽

観
を
許
さ
ず
、
加
え
て
本
格
的

な
少
子
高
齢
社
会
や
Ｉ
Ｔ
（
情

報
技
術
）
革
命
に
よ
る
高
度
情

報
化
、地
方
分
権
の
進
展
な
ど
、

市
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
著
し

い
変
化
を
み
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、本
市
で
は
、

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
で

あ
る
第
三
次
市
総
合
計
画
が
目

指
し
ま
す
市
の
将
来
像
「
み
な

ぎ
る
活
力
と
や
す
ら
ぎ
が
調
和

す
る
と
き
め
き
の
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
て
、
着
実
な
努
力
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
福
祉
施
策
、
環
境

保
全
、
防
災
対
策
な
ど
山
積
す

る
行
政
課
題
に
対
し
、
時
代
に

即
応
し
た
効
果
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
た
め
、
厳
し
い

財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

新
た
に
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
な
ど
、
更
な
る
改
革

改
善
に
努
め
、
簡
素
で
効
率
的

な
行
財
政
運
営
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
一
層
の

理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
、
積

極
的
に
行
政
情
報
の
提
供
を
図

り
つ
つ
、
市
民
の
皆
様
と
協
働

で
、
誰
も
が 
故
郷 
と
感
じ
、
こ

ふ
る
さ
と

れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
を
傾
注
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
倍
旧
の
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝

か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
、
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
市
議
会
に
対
す
る
暖

か
い
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
、

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
円
滑

な
議
会
運
営
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
九

月
十
一
日
の
米
国
の
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
は
、
世
界
経
済
と
国

際
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、

テ
ロ
リ
ス
ト
と
の
戦
争
が
始
ま

り
ま
し
た
。ま
た
、国
内
で
は
日

本
経
済
の
停
滞
と
景
気
の
一
段

の
悪
化
に
よ
り
、
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
は
さ
ら
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
中
で
、
座
間
市
に
お
い
て

は
、
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念

事
業
も
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、行
政
需
要
は
量
、

質
と
も
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化

し
、
誠
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
私
ど
も
市
議
会
は

議
会
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
、

住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目
指
し

て
市
民
皆
様
方
の
ご
期
待
に
こ

た
え
る
よ
う
議
員
一
同
全
力
を

尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

座
間
市
議
会
議
長　

飛
田　

昭

座
間
市
長　

星
野　

勝
司

▲

座間近代乗馬クラブ（市内栗原）オーナー
　草薙真一郎さん
　大学時代に乗馬を始めた草薙さん。「 知命 」

ちめい

　を迎える今年も人馬一体です。馬上の草薙
　さんの視線には、どんな未来が映っている
　のでしょう。
　※知名＝「論語」に「五十にして天命を知
　る」とあることから、５０歳の異称。

新新
たた
なな
飛飛
躍躍
のの
たた
めめ
にに

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
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鞍
上
人
な
く
鞍
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馬
な
し
＝
馬
と
乗
り
手
と
の
気
持
ち
が
一
致
し
た

名
騎
乗
の
さ
ま
。
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予

保４カ月児健康診査

救急診療

ところ受付時間と　き

東地区文化センター午前９時３０分
～１０時３０分

１月１１日（金）

市民健康センター１月１８日（金）

▽とき＝１月１５日（火）午後１時～２時▽ところ＝市民
健康センター▽対象＝平成１３年９月生まれ

保成人・老人健康相談

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相
談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

◆内科・小児科
　受付時間　午前９時～１１時４５分
　　　　　　午後２時～４時４５分、午後７時～９時４５分
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）
　　　　　　1０４６（２５２）９０９０
◆歯科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）
　　　　　　1０４６（２５２）８２１７
◆耳鼻咽喉科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時
　診療場所　相模原南メヂカルセンター（相模原市相模大野）
　　　　　　1０４２(７５６)９０００

電　話所在地医療機関名診療月日
1０４６（２５６）０１８１ひばりが丘５丁目ひばりが丘病院１月１日

外
科
系

1０４６（２５６）５１１１相武台１丁目相 武 台 病 院１月２日
1０４６（２５６）００１１相模が丘６丁目相 模 台 病 院１月３日
1０４６（２５６）５１１１相武台１丁目相 武 台 病 院１月６日
1０４６（２５６）１１７７入谷５丁目井上外科整形外科１月１３日
1０４６（２５４）３２２１相武台１丁目相武台外科胃腸科医院１月１４日
1０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院１月１日

婦
人
科
系

1０４６（２５５）３５４１入谷４丁目金子産婦人科１月２日
1０４６（２５３）３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科１月３日
1０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院１月６日
1０４６（２５５）３５４１入谷４丁目金子産婦人科１月１３日
1０４６（２５３）３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科１月１４日

●休日診療

診療時間　（平日）午後７時～１０時、午後１０時以降
　　　　　（休日）午後１０時以降
診療場所　消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９
　　　　　へお問い合せください。

問い合わせ先
消防署　1０４６（２５６）２２１１（２４時間）5０４６（２５１）５２６３（障害者用）
市役所　1０４６（２５５）１１１１（午前８時３０分～午後１０時）
※当番医が変更される場合もありますので、診療時間
も含めて必ず電話で確認してください。　

●夜間診療

内　容と　き
自己紹介、妊婦体操、
妊娠中の過ごし方

１月１１日（金）
午後１時３０分～４時

赤ちゃんの衣類、
妊娠中の歯の衛生

１月１７日（木）
午前９時３０分～１１時３０分

擬似体験、
先輩ママに聞く「子育て」

１月１９日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

妊娠中の栄養
１月２４日（木）
午後２時～４時

赤ちゃんのもく浴、
これからに向けて

１月２６日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

保母親父親教室

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけについての
相談▽持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

ところ受付時間と　き
市公民館午後１時３０分～２時３０分

１月２２日（火）
北地区文化センター

午前９時３０分～１０時３０分
市民健康センター１月２８日（月）

保個別健康相談
▽とき＝１月８日（火）午前１０時～１０時４５分、１０時４５分
～１１時３０分▽ところ＝市役所１階市民健康課▽内容＝健
康全般について栄養士・保健婦が相談に応じます▽持ち
物＝健康手帳（お持ちでない方には当日発行します）▽
申込方法＝電話予約

予ツベルクリン反応検査とＢＣＧ接種

▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽と
ころ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～４歳未満
（できるだけ１歳までに完了）
※ツベルクリン反応検査の結果、陰性の場合はＢＣＧを
接種し、陽性の場合は再検査します。

○と　き　１月３０日（水）

　　　　　午後２時～３時３０分

○ところ　市民文化会館（ハーモニ

　　　　　ーホール座間）小ホール

○内　容　健康に関する講演、三遊亭遊馬さんによる落

　　　　　語２題

○参加費　無料

○申込方法　当日直接会場へ

担当　　　市民健康課1０４６（２５２）７３１７ 5０４６（２５２）７０４３

保８～１０カ月児健康診査
　市では、指定相談医を定め、無料で健康診査を実施し
ています。対象者には個人通知をしますので、あらかじ
め医療機関へ電話連絡の上、母子健康手帳をお持ちにな
り受診してください。

保１歳６カ月児健康診査
◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成１２年６月生
まれ◆歯科▽とき＝１月９日、１６日いずれも水曜日午前
９時３０分～１０時３０分▽ところ＝市民健康センター▽対象
＝平成１２年５月生まれ

保２歳児歯科健康診査
▽とき＝１月２３日（水）午
後１時～２時受け付け▽
ところ＝市民健康センタ
ー▽内容＝歯科健診、予
防処置および育児相談な
ど（予防処置は、希望者の
みで有料）▽対象＝平成
１１年１２月生まれ▽持ち物
＝母子健康手帳、歯ブラ
シ▽申込方法＝直接会場
へ（事前通知はありませ
んので、ご注意ください）

保３歳６カ月児健康診査
▽とき＝１月８日（火）午後１時～２時▽ところ＝市民
健康センター▽対象＝平成１０年７月生まれ▽持ち物＝母
子健康手帳

保なかよしベビークラス
▽とき＝１月１７日（木）午前１０
時～１１時３０分▽ところ＝市民健
康センター▽内容＝新しい友達
をつくりたい保護者のための教
室です。赤ちゃんと楽しい遊び
をします▽対象＝３カ月～４カ
月児とその保護者▽定員＝３０人
▽持ち物＝母子健康手帳▽申込
方法＝電話予約

保赤ちゃん教室
▽とき＝１月２５日（金）午前１０時～１１時３０分▽ところ＝
市民健康センター▽内容＝離乳食の作り方・すすめ方、
子どもの発達や予防接種について▽対象＝５カ月～６カ
月児とその保護者▽持ち物＝母子健康手帳、離乳食用ス
プーン▽申込方法＝電話予約

保育児相談

リ発達相談
▽とき＝１月１１日（金）午
前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳
幼児期の運動発達面での心
配について理学療法士が相
談に応じます▽対象＝生後
４カ月～１歳６カ月児▽申
込方法＝電話予約

▽ところ＝市民健康センター▽講師＝歯科衛生士、栄養
士、保健婦▽対象＝初めて出産する方で妊娠１６週以降の
方とその夫▽受講料＝５００円（テキスト代）▽持ち物＝母
子健康手帳、筆記用具▽申込方法＝１月１０日（木）まで
に電話で担当へ

対　象と　き内　容

９月１日～１５日生まれ
１月２１日（月）ツベルクリン

１月２３日（水）ＢＣＧ

９月１６日～末日生まれ
１月３０日（水）ツベルクリン

２月１日（金）ＢＣＧ

予高齢者医療の手続き

※該当者およびまだ医療
証の交付を受けていない
６７～６９歳の方は、健康保
険証と印鑑をご持参の上、
手続きしてください。た
だし、心身障害者療養受
診証をお持ちの方は、手
続きが不要です。

▽今月の該当者＝昭和１０年１月生まれの方

◆外科・婦人科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

リハビリテーション講演会�リハビリテーション講演会�

わらい�健康�わらい�と�健康�

育児不安などについての相談や関係機関の紹介をします。

相談の内容は固く守ります。

担当　　　　　児童課1０４６（２５２）７２０２ 5０４６（２５２）７０４３

子育てにお悩みの�
お母さん、お父さん�

お気軽にご相談ください�お気軽にご相談ください�お気軽にご相談ください�

子育て相談ホットライン
1０４６（２５５）０５００

相 談 日　毎週火曜・木曜日（祝日を除く）
受付時間　午前９時～１１時３０分　午後１時～３時３０分

水洗便所等改造資金貸付制度水洗便所等改造資金貸付制度�水洗便所等改造資金貸付制度�水洗便所等改造資金貸付制度�

ご利用ください�

　市では、公共下水道の供用開始か
ら３年以内に排水設備の工事をする
方を対象に、５０万円を上限とする無
利子の融資制度を設けています。な
お、貸し付けには下記の各金融機関
の支店の口座が必要となります。

電　話支　店金融機関
1０４６（２５２）１１１１座 間 支 店

横 浜 銀 行
1０４２（７４４）１２３１相 模 台 支 店
1０４６（２３２）５１５１さがみ野支店
1０４６（２７４）３３１１南 林 間 支 店
1０４６（２５１）２０４７座 間 支 店厚木信用組合
1０４６（２５１）００３３座 間 支 店

Ｊ Ａ さ が み
1０４６（２５３）１７３３栗 原 支 店
1０４６（２５５）１２４１相 武 台 支 店城南信用金庫
1０４６（２５５）１１５５座 間 支 店中央労働金庫
1０４６（２５４）６１１１座 間 支 店

平塚信用金庫 1０４２（７４４）１３３１相 模 台 支 店
1０４６（２５６）１１１０ひばりが丘支店
1０４６（２５４）９１１１相 武 台 支 店

八 千 代 銀 行
1０４６（２７４）７７７１南 林 間 支 店

※新築および増築の場合は対象になりません。

　公共下水道への早期接続のため、
ぜひご利用ください。

担当　　下水道管理課1０４６（２５２）８５４１ 5０４６（２５５）３５５０
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広報ざま【座間市のお知らせ】No.６５５　　平成１４年（２００２年）１月１日●３ 

増減額平成１２年度平成１１年度区　分
２，４７４６９，８８５６７，４１１正味資産（百万円）
８７５１０７，２０３１０６，３２８有形固定資産（百万円）
１．８６５．２６３．４世代間負担済比率（％）

【表２】現世代負担済比率

　バランスシートは、国（総務省）が示したガイドラインに基づき

作成しています。その条件などは次のとおりです。

○対象は一般会計とし、国民健康保険事業会計など特別会計は含み

　ません。

○基礎数値は、昭和４４年度以降の決算統計データを用いています。

○資産の評価は、原則として取得原価主義（支出の事実に基づくも

　の）を採用しています。

○有形固定資産の評価は、普通建設事業費をもって取得価格として

　います。

○減価償却の方法については、土地を除き国が示した耐用年数に従

　い、残存価格をゼロとする定額法によっています。

○負債の退職給与引当金は、一般会計職員全員（特別職を含む）が

　年度末に普通退職したことを想定した退職手当支給額を計上して

　います。

　

現
在
の
市
の
会
計
は
、
現
金
が

ど
こ
か
ら
入
っ
て
き
て
、
ど
の
よ

う
に
使
っ
た
か
と
い
う
現
金
の
流

れ
を
把
握
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

は
、
企
業
の
決
算
日
に
お
け
る
財

政
状
況
を
表
し
、
資
産
の
流
れ
全

体
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
表
は
資
産
と
負
債
・
正

味
資
産
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

例
え
ば
、
施
設
や
道
路
な
ど
の
整

備
に
ど
れ
だ
け
の
お
金
を
使
っ
て
、

ど
れ
だ
け
の
資
産
が
蓄
積
さ
れ
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
整
備
す
る
た

め
の
資
金
と
し
て
負
債
が
ど
れ
だ

け
あ
る
の
か
な
ど
、
資
金
の
運
用

形
態
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
市
の
会
計
に
は

な
い
減
価
償
却
と
い
う
考
え
方
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
あ
る
年
度
に
施
設
な
ど
を
建
設

し
た
場
合
、
そ
の
施
設
は
長
期
に

わ
た
り
後
の
世
代
に
も
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
期
間

中
は
減
価
償
却
の
手
続
き
に
よ
っ

て
、
少
し
ず
つ
コ
ス
ト
化
の
計
算

を
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
中
長
期
的
な
視
点
で
の
よ

り
正
確
な
コ
ス
ト
や
物
の
価
値
の

変
動
に
つ
い
て
も
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

平
成
十
二
年
度
末
で
、
市
の
保

有
し
て
い
る
資
産
は
千
百
三
十
七

億
四
千
七
百
万
円
、
負
債
は
四
百

三
十
八
億
六
千
二
百
万
円
で
、
資

産
の
三
八
・
六
㌫
と
な
っ
て
い
ま

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で

分
か
る
資
産
・
負
債
・

分
か
る
資
産
・
負
債
・

正
味
資
産

正
味
資
産

資
産
は
千
百
三
十
七

資
産
は
千
百
三
十
七

億億
四
千
七
百
万
円

四
千
七
百
万
円

す
。
ま
た
、
正
味
資
産
は
六
百
九

十
八
億
八
千
五
百
万
円
で
、
資
産

の
六
一
・
四
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
、

資
産
は
九
十
二
万
円
、
負
債
が
三

十
五
万
円
、
正
味
資
産
は
五
十
七

万
円
と
な
り
ま
す
。

　

資
産
の
内
訳
は
、
道
路
や
学
校

な
ど
の
有
形
固
定
資
産
が
千
七
十

二
億
三
百
万
円
で
、
資
産
全
体
の

九
四
・
三
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

基
金
な
ど
の
投
資
等
が
二
十
一
億

八
千
五
百
万
円
で
一
・
九
㌫
、
現

金
や
預
金
な
ど
の
流
動
資
産
が
四

十
三
億
五
千
九
百
万
円
で
三
・
八

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

負
債
の
内
訳
は
、
市
債
（
翌
々

年
度
以
降
償
還
額
）
や
職
員
の
退

職
給
与
引
当
金
な
ど
の
固
定
負
債

が
四
百
十
三
億
三
千
五
百
万
円
で
、

負
債
の
九
四
・
二
㌫
を
占
め
て
い

ま
す
。
流
動
負
債
（
市
債
の
翌
年

度
償
還
予
定
額
）
は
、
二
十
五
億

二
千
七
百
万
円
で
五
・
八
㌫
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

正
味
資
産
の
内
訳
は
、
固
定
資

産
を
形
成
す
る
た
め
の
財
源
で
あ

る
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
が
、
百

二
十
九
億
六
百
万
円
で
正
味
資
産

の
十
八
・
五
㌫
、
市
の
独
自
財
源

に
当
た
る
一
般
財
源
等
は
、
五
百

六
十
九
億
七
千
九
百
万
円
で
八
一 

・
五
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

欄
外
に
は
注
記
と
し
て
、
債
務

負
担
行
為
に
関
す
る
情
報
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
債
務

の
不
確
定
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
内
の
債
務
負
担

行
為
と
は
別
に
、
欄
外
に
表
示
し

て
い
る
も
の
で
す
。

負
債
は
減
少
、正
味
資

負
債
は
減
少
、正
味
資

産
は
二
十
四
億
七
千

産
は
二
十
四
億
七
千

四
百
万

四
百
万
円
の
増
加

円
の
増
加

　

平
成
十
一
年
度
と
比
較
す
る
と
、

一
年
間
で
資
産
は
二
億
五
千
四
百

万
円
の
増
、
負
債
は
二
十
二
億
二

千
万
円
の
減
、
正
味
資
産
は
二
十

四
億
七
千
四
百
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。（
表
１
参
照
）

　

資
産
の
う
ち
有
形
固
定
資
産
が

八
億
七
千
五
百
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
行
政
目
的
別
に
見

る
と
、
主
な
費
目
と
し
て
民
生
費

が
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
物
の
買

い
取
り
な
ど
に
よ
り
十
一
億
四
千

五
百
万
円
の
増
、
土
木
費
が
二
億

一
千
五
百
万
円
の
減
、
教
育
費
が

一
億
五
千
二
百
万
円
の
減
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
等
と
流
動
資
産
は
、
合
わ

せ
て
六
億
二
千
百
万
円
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
特
定
目

的
基
金
が
減
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

負
債
は
、
市
債
が
固
定
負
債
と

流
動
負
債
を
合
わ
せ
て
十
三
億
二

千
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
借
入
額
の
元
金
償
還
が

二
十
五
億
五
千
五
百
万
円
に
対
し
、

新
規
の
借
入
額
が
十
二
億
三
千
五

百
万
円
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

教
育
費
・
土
木
費
に
重

教
育
費
・
土
木
費
に
重

点点
を
置
い
た
資
産

を
置
い
た
資
産

形
成
形
成

　

資
金
を
運
用
面
と
調
達
面
か
ら

把
握
し
た
財
政
状
態
に
つ
い
て
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
財

務
分
析
手
法
に
よ
っ
て
試
み
た
も

の
で
す
。

社
会
資
本
形
成
の
世
代

間
負
担
比
率

《
現
世
代
間
負
担
済
比
率
》

　

こ
れ
ま
で
の
世
代
に
よ
っ
て
既

に
負
担
さ
れ
た
資
産
の
部
分
の
割

合
を
見
る
も
の
で
、
六
五
・
二
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
２
参
照
）

《
将
来
世
代
負
担
比
率
》

　

こ
れ
か
ら
の
世
代
に
よ
っ
て
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
債
の

割
合
で
、
四
〇
・
九
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。
（
表
３
参
照
）

歳
入
総
額
対
資
産
比
率

　

資
産
形
成
に
何
年
分
の
歳
入
が

充
て
ら
れ
て
き
た
か
を
見
る
も
の

で
、
三
・
五
五
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。有

形
固
定
資
産
の
行
政

目
的
別
割
合

　

有
形
固
定
資
産
の
行
政
目
的
別

割
合
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
資
産
形
成
さ
れ
て
き
た
か
な

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
も
比
率
が
高
い
の
は
教
育
費

で
四
六
・
二
㌫
、
次
に
土
木
費
の

二
九
・
三
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
表
４
参
照
）

　市では、市の財政状況を市民の皆さんにより分かりやすくお知らせする

ため、企業会計的手法によるバランスシート（貸借対照表）を作成してい

ます。市政の効率的な運営を図り、より自立した行政運営に役立てるため

作成したこのバランスシートから、市の財政状況をご理解ください。

担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財政課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1０４６（２５２）８４０４ 5０４６（２５５）３５５０

貸　　　　　　方借　　　　　　方

【負債の部】【資産の部】
４１，３３５１．固定負債（１年以上にわたるもの）１０７，２０３１．有形固定資産
３１，２６１　（１）市債（借入金）１７，７２９　（１）総務費（庁舎、コミュニティーセンターなど）

５，３９７　（２）民生費（総合福祉センター、保育園など）

　（２）債務負担行為（支払義務があるもの）１，４２８　（３）衛生費（健康センター、リサイクルセンターなど）

０　　①物件の購入等２　（４）労働費（車両）

０　　②債務保証又は損失補償３１９　（５）農林水産業費（農道など）

０債務負担行為計１５　（６）商工費（商工振興施設など）

３１，４１８　（７）土木費（道路、公園、住宅など）

１０，０７４　（３）退職給与引当金１，３４０　（８）消防費（消防庁舎、消防自動車など）

４９，５５０　（９）教育費（学校、図書館など）

２，５２７２．流動負債（１年以内のもの）５　（１０）その他

２，５２７　（１）市債の翌年度償還予定額１０７，２０３計

（３８，５５０）（うち土地）

０　（２）翌年度繰上充用金

２，１８５２．投資等
４３，８６２負債合計７４９　（１）投資及び出資金

１１　（２）貸付金

　（３）基金

１，４０９
　　①特定目的基金（緑地保全基金、
　　　　教育施設整備基金など）

１６　　②定額運用基金（児童福祉井上基金など）

１，４２５基金計

【正味資産の部】４，３５９３．流動資産
　（１）現金・預金

１０，９５０１．国庫支出金１，６６７　　①財政調整基金

１，４１９　　②歳計現金

１，９５６２．県支出金３，０８６現金・預金計

　（２）未収金

５６，９７９３．一般財源等１，１８７　　①地方税

８６　　②その他

６９，８８５正味資産合計１，２７３未収金計

１１３，７４７負債・正味資産合計１１３，７４７資産合計
７３７①物件の購入等に係るもの※債務負担行為に関する情報

３，５４８②債務保証及び損失補償に係るもの
０③利子補給等に係るもの

平成１２年度座間市のバランスシート（貸借対照表）
（平成１３年３月３１日現在）

増減額平成１２年度平成１１年度区　分
△２，２２０４３，８６２４６，０８２負 債（ 百 万 円 ）
８７５１０７，２０３１０６，３２８有形固定資産（百万円）
２．４４０．９４３．３将来世代負担比率（％）

衛生費民生費総務費土木費教育費
１．３５．０１６．６２９．３４６．２

（
借
方
）
（
貸
方
）

【表４】行政目的別割合（上位５位）　　　　　　（単位：％）

【表３】将来世代負担比率

作成の前提条件

（単位：百万円）

わがまちの財政状況�わがまちの財政状況�わがまちの財政状況�

平成12年度�
バランスシートを作成�

平成12年度�
バランスシートを作成�

増減額平成１２年度平成１１年度
２５４１１３，７４７１１３，４９３資産合計（百万円）
３０４９１６，９９３９１６，６８９一人当たり（円）

△２，２２０４３，８６２４６，０８２負債合計（百万円）
△１８，６０１３５３，６０５３７２，２０６一人当たり（円）
２，４７４６９，８８４６７，４１０正味資産合計（百万円）
１８，９０５５６３，３８８５４４，４８３一人当たり（円）

【表１】バランスシートの前年度との比較



ZAMA

広報ざま【座間市のお知らせ】No.６５５　　平成１４年（２００２年）１月１日●５ 

  ZAMA

広報ざま【座間市のお知らせ】No.６５５　　平成１４年（２００２年）１月１日●４ 

自主・依存財源別歳入内訳
構成比（％）金額（万円）内　　訳区分

５３．３
１．２
１．２
０．１
０．０
４．６
３．４
１．９

１，７１６，２８５
３８，６５７
３９，３５７
３，７７６
５６４

１４９，４６８
１０７，７１０
６２，６００

市 税
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入

自
主
財
源

６５．７２，１１８，４１７小　　計
０．８
１．５
３．０
０．０
０．９

０．６

２．２
１１．０
０．１
６．４
４．０
３．８

２５，６２８
４６，５３５
９６，１７８
１８４

３０，３２８

１８，６４６

７１，０８９
３５２，４１７
２，２４７
２０５，９０８
１２８，２０２
１２３，５２０

地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
地方消費税交付金
特別地方消費税交付金
自動車取得税交付金
国有提供施設等所在
市町村助成交付金等
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
市 債

依
存
財
源

３４．３１，１００，８８２小　　計
１００．０３，２１９，２９９合　　　　計

一般会計の歳入総額を
市民一人当たりで見ると

２５９，５３１円

市民健康づくりの推進
　健康センター管理運営経費　　　　　 ２，２００万円
保健衛生の充実
　健診体制の充実　　　　　　　　　　 ４，８７５万円
　伝染病対策の強化　　　　　　　 １億１，４０２万円
　健診体制の整備　　　　　　　　 １億７，４４４万円
　広域大和斎場組合関係経費　　　 １億３，３３１万円
医療の充実
　救急体制の整備　　　　　　　　 １億１，０９１万円
　医療保険制度の改善　　　　　　 ７億９，７５２万円
　　老人保健特別会計繰出金、障害者医療支給事業
　　費、高齢者医療事業費など
地域福祉の充実
　総合福祉センターの整備　　　　　 １３億３９５万円
　保健・医療・福祉サービスのネットワーク　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６，４４６万円
　　介護支援センター運営事業費、地域福祉ふれあ
　　い基金積立金など
　社会福祉協議会の強化　　　　　 １億２，０２３万円
　民間福祉サービスの支援　　　　 １億３，１３２万円
　　民営鉄道駅舎垂直移動施設整備事業費など
高齢者福祉の充実
　多様な施設サービスの提供　　　　　 ４，６２９万円
　　老人ホーム入所措置事業費、生活支援型デイサ 
　　ービス事業費など
　高齢者福祉施設の整備　　　　　　　 ６，５８５万円
　高齢者等への多様な在宅サービスの提供　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５，６３０万円
　　給食サービス事業費、一人暮らし高齢者等訪問
　　事業費など
　高齢者の就労の確保　　　　　　　　 ２，７０８万円
障害者福祉の充実
　障害者援護施設等の整備　　　　　　 ３，２５４万円
　通園センターの充実　　　　　　　　 ７，１２２万円
　障害者の治療、訓練体制の整備　 ３億８，１５８万円
　障害者の生活用具等の援助　　　　　 ４，４３１万円
　障害者の社会参加の促進　　　　　　 ３，９１４万円
　障害者の社会保障制度の充実　　　　 ４，６４５万円
　障害者の就労の確保　　　　　　　　 ７，１７３万円
児童、母子等福祉の充実
　児童手当等の充実　　　　　　　 ２億４，６３８万円
　児童ホームの推進　　　　　　　　　 ５，４８０万円
　児童、母子等の経済援助の充実　　　 ５，０８４万円

　

平
成
十
二
年
度
の
財
政
状
態
は
、

歳
入
歳
出
を
差
し
引
き
す
る
と
十

四
億
一
千
八
百
五
十
六
万
円
と
な

り
ま
す
が
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し

て
実
施
す
る
児
童
扶
養
手
当
管
理

シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
の
繰
越
財
源

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
十

四
億
一
千
七
百
六
十
四
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政
構
造

の
指
標
と
な
る
経
常
収
支
比
率（
低

い
数
値
ほ
ど
財
政
構
造
に
弾
力
性

が
あ
る
）
は
、
現
下
の
厳
し
い
不

況
の
中
八
四
・
四
㌫
で
前
年
度
に

比
べ
二
・
七
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
高
い
数
値

を
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
市
の

負
債
は
、
一
般
会
計
の
市
債
が
三

百
三
十
七
億
八
千
八
百
十
八
万
円
、

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
市

債
が
二
百
七
十
三
億
七
千
三
百
六

十
万
円
、
市
土
地
開
発
公
社
の
借

入
金
が
二
十
一
億
五
千
百
四
万
円

な
ど
で
、
負
債
総
額
（
水
道
事
業

会
計
を
除
く
）
は
、
六
百
四
十
億

四
千
九
百
八
十
四
万
円
と
前
年
度

に
比
べ
十
七
億
一
千
八
百
五
万
円

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

長
期
化
す
る
景
気
低
迷
の
中
、

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
こ
た
え

る
た
め
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
、

健
全
な
財
政
運
営
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

存
財
源
は
百
十
億
八
百
八
十
二
万

円
で
、
歳
入
総
額
の
三
四
・
三
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
事
務
・
事
業
の
見
直

し
、
優
先
順
位
の
選
択
な
ど
「
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を
基

本
方
針
に
複
雑
・
多
様
化
す
る
行

政
需
要
に
対
応
し
、
歳
出
総
額
は

三
百
七
億
七
千
四
百
四
十
三
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
四
･
三
㌫
の

減
と
な
り
ま
し
た
。歳
出
の
う
ち
、

投
資
的
経
費
の
普
通
建
設
事
業
費

は
、
四
十
億
七
千
百
十
七
万
円
で

前
年
度
に
比
べ
三
･
四
㌫
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
三

百
二
十
一
億
九
千
二
百
九
十
九
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
三
・
一
㌫

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
歳
入

を
財
源
別
に
み
る
と
、
市
税
や
使

用
料
及
び
手
数
料
な
ど
市
独
自
で

得
る
こ
と
の
で
き
る
自
主
財
源
は
、

二
百
十
一
億
八
千
四
百
十
七
万
円

で
歳
入
総
額
の
六
五
・
七
㌫
を
占

め
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
の
根
幹

を
な
す
市
税
は
、
百
七
十
一
億
六

千
二
百
八
十
五
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
二
・
〇
㌫
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
国
や
県
か
ら
入
る

補
助
金
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
依

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市

の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
年
三
回
財
政
状
況
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

十
三
年
十
二
月
市
議
会
で
認
定
を

受
け
ま
し
た
平
成
十
二
年
度
の
決

算
内
容
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
を

中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
事
業
会
計
は
本
紙

十
一
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
で
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

財
政
課

�
０
４
６
（
２
５
２
）
８
４
０
４

�
０
４
６
（
２
５
５
）
３
５
５
０

一
般
会
計

一
般
会
計�

一
般
会
計

一
般
会
計�

一
般
会
計

そ　の　他�

地方消費税�
交　付　金�

繰　越　金�

市　　　債�

県 支 出 金 �

繰　入　金�

国庫支出金�

地方交付税�

市　　　税�

100 20 30 40 50 160 170 180億円�

171億6,285万円（53.3％）�
175億835万円（52.7％）�

35億2,417万円（11.0％）�
34億5,560万円（10.4％）�

20億5,908万円（6.4％）�
28億8,722万円（8.7％）�

14億9,468万円（4.6％）�
17億8,274万円（5.4％）�

12億8,202万円（4.0％）�
11億5,194万円（3.5％）�

12億3,520万円（3.8％）�
13億1,120万円（4.0％）�

10億7,710万円（3.4％）�
10億6,087万円（3.2％）�

9億6,178万円（3.0％）�
9億3,262万円（2.8％）�

平成12年度　321億9,299万円�
平成11年度　332億1,923万円�

33億9,611万円（10.5％）�
31億2,869万円（9.3％）�

臨時税収・住民税�
減税補てん債�
57億4,031万円�
（17.0％）�

臨時税収・住民税�
減税補てん債�
57億4,031万円�
（17.0％）�

教育債�
166億4,543万円�
（49.3％）�

教育債�
166億4,543万円�
（49.3％）�

土木費�
26億9,394万円�
（8.0％）�

土木債�
26億9,394万円�
（8.0％）�

公営住宅�
・庁舎債�
52億5,647万円�
（15.5％）�

公営住宅�
・庁舎債�
52億5,647万円�
（15.5％）�

民生債�
19億5,602万円�
（5.8％）�

その他�
14億9,601万円（4.4％）�

総　額�
337億8,818万円�

特
別
会
計

特
別
会
計�

特
別
会
計

特
別
会
計�

特
別
会
計

《
歳
入
総
額
》

七
十
七
億
八
千
三
百
八
十
一
万
円

《
歳
出
総
額
》

七
十
五
億
七
千
九
百
六
十
二
万
円

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健

康
保
険
税
三
十
億
三
千
二
百
七
十

七
万
円
、
国
庫
支
出
金
二
十
一
億

四
千
七
百
六
十
七
万
円
、
療
養
給

付
費
交
付
金
十
二
億
五
千
四
百
九

十
七
万
円
な
ど
で
、
前
年
度
に
比

べ
一
三
・
九
㌫
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
国
民
健
康
保
険

税
は
、
歳
入
総
額
の
三
九
・
〇
㌫

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
医

療
費
な
ど
の
保
険
給
付
費
四
十
九

億
二
千
五
百
六
十
二
万
円
、
老
人

保
健
拠
出
金
十
八
億
八
千
八
百
九

十
三
万
円
、
介
護
納
付
金
二
億
四

千
六
十
八
万
円
な
ど
で
、
前
年
度

に
比
べ
一
四
・
六
㌫
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
総
額
を

被
保
険
者
一
人
当
た
り
で
見
る
と

十
九
万
九
千
五
百
十
一
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
左
上
グ
ラ
フ
参
照
）

担
当　
　
　
　
　
　

国
保
年
金
課

�
０
４
６
（
２
５
２
）
７
０
０
３

�
０
４
６
（
２
５
２
）
７
０
４
３

《
歳
入
総
額
》

五
十
六
億
一
千
五
百
八
十
四
万
円

《
歳
出
総
額
》

五
十
五
億
四
千
二
百
十
七
万
円

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
支
払
基

金
交
付
金
三
十
八
億
五
千
八
十
五

万
円
、
国
・
県
支
出
金
十
四
億
七

百
十
一
万
円
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
三
億
三
千
七
万
円
な
ど
で
、

前
年
度
に
比
べ
一
･
二
㌫
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
五
十
四
億
六
千

四
百
三
十
八
万
円
が
医
療
費
に
充

て
ら
れ
て
お
り
、
歳
出
総
額
の
九

八
・
六
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
医
療
受
給
者
の
年
間
月
平
均

者
数
は
八
千
十
三
人
で
、
前
年
度

に
比
べ
五
百
十
二
人（
六
・
八
㌫
）

の
増
と
な
り
、
歳
出
総
額
を
被
保

険
者
（
医
療
受
給
者
年
間
月
平
均

者
数
）
一
人
当
た
り
で
見
る
と
六

十
九
万
一
千
六
百
四
十
七
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
（
左
中
上
グ
ラ
フ

参
照
）

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
健
康
課

�
０
４
６
（
２
５
２
）
７
２
１
３

�
０
４
６
（
２
５
２
）
７
０
４
３

《
歳
入
総
額
》

四
十
九
億
一
千
二
百
二
十
三
万
円

《
歳
出
総
額
》

四
十
二
億
九
千
八
百
三
十
八
万
円

　

公
共
下
水
道
は
、
昭
和
四
十
七

年
度
に
計
画
決
定
さ
れ
て
以
来
整

備
を
進
め
、
平
成
十
二
年
度
に
二

十
三
・
四
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備

し
、
整
備
済
面
積
は
千
十
二
・
四

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
事
業
認
可
区

域
千
二
百
五
十
九
・
九
一
ヘ
ク
タ 

ー
ル
に
対
す
る
整
備
率
は
、
八
〇

・
四
㌫
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道

使
用
料
十
億
七
千
八
万
円
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
十
五
億
円
、

国
・
県
支
出
金
四
億
七
千
四
百
六

十
一
万
円
、
市
債
九
億
九
千
七
百

九
十
万
円
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
に
比
べ
一
一
・
〇
㌫
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
下
水
道
建
設
費

が
十
六
億
四
千
八
百
七
十
二
万
円
、

相
模
川
流
域
下
水
道
事
業
の
建
設

負
担
金
一
億
五
千
五
百
八
十
九
万

円
、
市
債
の
償
還
金
十
九
億
四
千

四
百
四
十
万
円
が
主
な
支
出
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
整
備
面
積
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
自
主
財
源
の
確
保
は

も
と
よ
り
計
画
的
整
備
、
効
率
的

投
資
を
進
め
て
い
き
ま
す
。（
左
中

下
グ
ラ
フ
参
照
）

担
当　
　
　
　
　

下
水
道
管
理
課

�
０
４
６
（
２
５
２
）
８
５
４
１

�
０
４
６
（
２
５
５
）
３
５
５
０

《
歳
入
総
額
》

二
十
億
五
千
三
十
八
万
円

《
歳
出
総
額
》

十
九
億
四
千
七
百
八
十
万
円

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、

高
齢
社
会
を
迎
え
、
介
護
を
社
会

全
体
で
支
え
る
新
た
な
社
会
保
険

制
度
と
し
て
、
平
成
十
二
年
四
月

一
日
に
発
足
し
た
も
の
で
す
。
市

で
は
、
制
度
の
育
成
・
充
実
を
主

眼
に
、
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な

運
営
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
・
県

支
出
金
五
億
八
千
六
百
九
十
四
万

円
、
支
払
基
金
交
付
金
五
億
二
千

六
百
六
十
一
万
円
、
介
護
保
険
料

一
億
二
千
二
百
三
十
八
万
円
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
四
億
三
千

二
百
七
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
歳
出
は
、
十
六
億
一
千
四

百
八
十
四
万
円
が
保
険
給
付
費
に

充
て
ら
れ
て
お
り
、
歳
出
総
額
の

八
二
・
九
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

（
左
下
グ
ラ
フ
参
照
）

担
当　
　
　
　
　
　

高
齢
対
策
課
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国民健康保険事業�

老 人 保 健 �

介護保険事業�

公共下水道事業�

国民健康保険税国民健康保険税�
3030億3,2773,277万円万円�
（39.039.0％）％）�

国民健康保険税�
30億3,277万円�
（39.0％）�

国庫支出金国庫支出金�
2121億4,7674,767万円万円�
（27.627.6％）％）�

国庫支出金�
21億4,767万円�
（27.6％）�

支払基金交付金支払基金交付金�
3838億5,0855,085万円万円�
（68.668.6％）％）�

支払基金交付金�
38億5,085万円�
（68.6％）�

繰入金繰入金�
1515億円億円�
（30.530.5％）％）�

繰入金�
15億円�
（30.5％）�

市債市債�
9億9,7909,790万円万円�
（20.320.3％）％）�

市債�
9億9,790万円�
（20.3％）�

繰越金繰越金�
7億2,9172,917万円万円�
（14.914.9％）％）�

繰越金�
7億2,917万円�
（14.9％）�

公債費公債費�
1919億4,4584,458万円万円�
（45.245.2％）％）�

公債費�
19億4,458万円�
（45.2％）�

建設費建設費�
1818億462462万円万円�
（42.042.0％）％）�

建設費�
18億462万円�
（42.0％）�

総務費�
5億4,918万円�
（12.8％）�

国庫支出金�
4億6,880万円�
（9.6％）�

その他�
1億4,456万円（2.9％）�

使用料及び手数料使用料及び手数料�
1010億7,1807,180万円万円�
（21.821.8％）％）�

使用料及び手数料�
10億7,180万円�
（21.8％）�

繰入金繰入金�
8億1,3801,380万円万円�
（39.739.7％）％）�

繰入金�
8億1,380万円�
（39.7％）�

支払基金交付金支払基金交付金�
5億2,6612,661万円万円�
（25.725.7％）％）�

支払基金交付金�
5億2,661万円�
（25.7％）�

国庫支出金国庫支出金�
3億8,5098,509万円万円�
（18.818.8％）％）�

国庫支出金�
3億8,509万円�
（18.8％）�

県支出金�
2億185万円�
（9.8％）�

保険給付費保険給付費�
1616億1,4841,484万円万円�
（82.982.9％）％）�

保険給付費�
16億1,484万円�
（82.9％）�

総務費総務費�
1億6,7196,719万円万円�
（8.68.6％）％）�

総務費�
1億6,719万円�
（8.6％）�

基金積立金�
1億5,283万円（7.8％）�

その他�
1,294万円（0.7％）�

介護保険料�
1億2,238万円（6.0％）�

その他�
65万円（0.0％）�

国庫支出金国庫支出金�
1111億3,1143,114万円万円�
（20.120.1％）％）�

国庫支出金�
11億3,114万円�
（20.1％）�

繰入金�
3億3,007万円�
（5.9％）�

繰入金繰入金�
1010億769769万円万円�
（12.912.9％）％）�

繰入金�
10億769万円�
（12.9％）�

医療諸費医療諸費�
5454億8,7228,722万円万円�
（99.099.0％）％）�

医療諸費�
54億8,722万円�
（99.0％）�

諸支出金�
5,495万円�
（1.0％）�

その他�
3億378万円（5.4％）�

療養給付費交付金療養給付費交付金�
1212億5,4975,497万円万円�
（16.116.1％）％）�

療養給付費交付金�
12億5,497万円�
（16.1％）�保険給付費保険給付費�

4949億2,5622,562万円万円�
（65.065.0％）％）�

保険給付費�
49億2,562万円�
（65.0％）�

老人保健拠出金老人保健拠出金�
1818億8,8938,893万円万円�
（24.924.9％）％）�

老人保健拠出金�
18億8,893万円�
（24.9％）�

介護納付金�
3億4,068万円�
（4.5％）�

その他�
3億4,071万円（4.4％）�

歳　入�
77億8,381万円�

歳　出�
75億7,962万円�

歳　入�
56億1,584万円�

歳　出�
55億4,217万円�

歳　入�
49億1,223万円�

歳　出�
42億9,838万円�

歳　入�
20億5,038万円�

歳　出�
19億4,780万円�

その他�
4億2,439万円（5.6％）�

歳入総額は５４６億８３６９万円

平成１３年４月１日オープンした総合福祉センター

歳　
　

入

国
民
健
康
保
険
事
業

　　ひとり親家庭等医療費助成事業費など
　児童、母子等の保育体制の整備　 １０億５，９３９万円

教育環境の整備
　学校施設の整備　　　　　　　　 ８億２，３７９万円
　学校保健・健康診断、相談の充実　　 ５，４３４万円
　学校給食の充実　　　　　　　　　 １億８９７万円
　幼稚園就園奨励の推進　　　　　　 １億２４５万円
　就学援助の充実　　　　　　　　　　 ５，４８７万円
教育活動の充実
　多様な教育の推進　　　　　　　 １億２，９７６万円
　　小・中学校の教育振興運営費や教材整備事業費、
　　小・中学校パソコン機器整備事業費など
　教育研究の充実　　　　　　　　　　 １，６５４万円
生涯学習の推進
　生涯学習活動の充実　　　　　　　　 １，０５９万円
　生涯学習の援助　　　　　　　　　　 ２，０３１万円
　公民館の整備、充実　　　　　　 ２億４，５２７万円
　図書館の整備、充実　　　　　　　　 ９，３４０万円
市民文化の向上
　文化会館の整備、充実　　　　　　 ２億５０１万円
青少年の育成
　文化、スポーツ活動の充実　　　　　 ２，６４８万円
　野外活動施設の整備　　　　　　　　 ２，７４１万円
　青少年活動の場の整備、充実　　　　 ２，３３８万円
スポーツ・レクリエーションの振興
　市民体育館の整備充実　　　　　 １億５，５４６万円
　学校体育施設等の活用　　　　　 １億８，７２１万円
　　プール、グラウンド、テニスコート等の管理運
　　営経費など

市街地の形成
　地域拠点の再整備　　　　　　　　　 ５，８０３万円
　　相武台前駅周辺再開発事業費、小田急相模原駅

　　周辺再開発事業費
　住環境の多面的整備　　　　　　　　 １，４７０万円
　　街なみ環境整備事業費
公園・広場の充実
　都市公園の整備　　　　　　　　　　 １，８２９万円
　公園施設の充実　　　　　　　　 １億１，７８１万円
道路網の整備
　幹線道路の整備　　　　　　　　　 １億３２３万円
　生活道路の整備　　　　　　　　 ３億５，７２２万円
　道路の安全体制の充実　　　　　　 １億４２３万円
　道路管理体制の充実　　　　　　 ４億３，３１６万円
下水道、河川の整備
　公共下水道の整備　　　　　　　　　　　１５億円
　　公共下水道事業特別会計繰出金
　都市下水路維持管理の充実　　　　　 ５，３９６万円
　治水対策の推進　　　　　　　　 １億４，５４２万円
都市機能の充実
　総合交通体系の整備　　　　　　　　 １，８３３万円
みどりの保全と創造
　緑地の確保　　　　　　　　　　　　 ４，７６１万円
居住環境の充実
　市営住宅の整備　　　　　　　　　　 ９，１５７万円
　水質・土壌の保全　　　　　　　　　 １，６５０万円
環境衛生の推進
　環境衛生処理体制の充実　　　　 １０億３，９６５万円
　　高座清掃施設組合運営費、塵芥収集事業費、粗
　　大ごみ収集運搬事業費など
　ごみ減量化、再資源化の促進　　 ３億１，８６３万円
　　資源物分別収集事業費、リサイクルセンター管
　　理運営事業費など
消防・防災体制の充実
　消防施設等の整備　　　　　　　　　 ４，７９４万円
　救急救助体制の充実　　　　　　 １億４，４８６万円
　災害応急対策の推進　　　　　　　　 ９，０６７万円
防犯体制の充実
　防犯機器の整備　　　　　　　　　　 ２，０３１万円
交通安全対策の推進
　交通安全施設の整備　　　　　　　　 ２，８９４万円
　道路管理対策の推進　　　　　　　　 １，８７４万円
　交通安全組織の育成　　　　　　　　 ２，３２０万円

都市農業の振興

　農業生産基盤整備の推進　　　　　　 ２，０７８万円
商業の振興
　商業経営内容の改善　　　　　　　　 １，８１３万円
工業の振興
　中小企業の育成　　　　　　　　 １億６，０００万円
勤労者福祉の向上
　生活安定対策の推進　　　　　　 １億５，１８８万円

コミュニティ活動の推進
　地域集会所等の整備　　　　　　　　 ２，９３２万円
　コミュニティ施設管理運営の支援　　 ８，３２９万円
市民参加の推進
　広報の充実　　　　　　　　　　　　 ２，８８２万円

行政機能の充実
　行政の機動的な組織体制　　　　　　 ７，３５９万円
　　人事管理経費など
　行政の合理的な執行体制　　　　 ７億４，２７３万円
　　市庁舎維持管理事業費、電子計算業務費など
　市民参加の推進　　　　　　　　　 １億５１８万円
　　選挙経費や議会経費など
健全な財政運営
　自主財源の確保　　　　　　　　　　 ３，６６１万円
　　市税徴収経費など
　弾力的な財政運営　　　　　　　 １０億２，０６６万円
　　財政調整基金積立金、職員退職手当基金積立　
　　金、文書郵配送経費など

歳入（収入）
３２１億９，２９９万円一　 般　 会　 計

７７億８，３８１万円国民健康保険事業特別会計

５６億１，５８４万円老人保健特別会計

４９億１，２２３万円公共下水道事業特別会計

２０億５，０３８万円介護保険事業特別会計

２１億２，８４４万円水 道 事 業 会 計

５４６億８，３６９万円総 計

歳出（支出）
３０７億７，４４３万円一　 般　 会　 計

７５億７，９６２万円国民健康保険事業特別会計

５５億４，２１７万円老人保健特別会計

４２億９，８３８万円公共下水道事業特別会計

１９億４，７８０万円介護保険事業特別会計

２４億２，８０８万円水 道 事 業 会 計

５２５億７，０４８万円総 計

１７１億６，２８５万円市 税

１３万８，３６２円市民一人当たり

８０億８，６６１万円市 民 税

内 訳 ７１億８，８９４万円固定資産税

１８億８，７３０万円そ の 他

１５０億３，０１４万円そ の 他 の 収 入

１２万１，１６９円市民一人当たり

３５億２，４１７万円地方交付税

内 訳

２０億５，９０８万円国庫支出金

１４億９，４６８万円繰 入 金

１２億８，２０２万円県支出金

６６億７，０１９万円そ の 他

（　　 ）

性質別歳出内訳
構成比（％）金額（万円）内　　訳区分

２６．８
１１．８
２．３
１１．９
６．１

８２４，８７５
３６１，９６３
７２，００６
３６５，４５９
１８７，７１８

人 件 費
物 件 費
維持補修費
扶 助 費
補 助 費 等

消
費
的
経
費

５８．９１，８１２，０２１小　　計

１３．２４０７，１１７普通建設事業費
投
資
的
経
費 １３．２４０７，１１７小　　計

１２．９
３．２
１．０
１０．８

３９６，０７９
９９，１１０
３０，９３１
３３２，１８５

公 債 費
積 立 金
投資及び出資金・貸付金
繰 出 金

そ
の
他

２７．９８５８，３０５小　　計

１００．０３，０７７，４４３合　　　　計

　　　   負債額の推移　（単位：万円）
平成１２年度平成１１年度平成１０年度平成９年度平成８年度

３，３７８，８１８３，５１０，７８０３，６１３，６０３３，７１４，９６４３，８００，１７５市 債
（一般会計）

２，７３７，３６０２，７１６，６５８２，６５４，０８８２，５４４，８５８２，３８２，５８５市 債
（公共下水道事業特別会計）

２１５，１０４２２０，０２１４３５，９８６５２２，６１１５８２，９３２土地開発公社

０１７，３６３０００開 発 公 社

００００２９，２７８大 蔵 省

７３，７０２１１１，９６７１３１，０７７１５０，１７２１６５，２３４神 奈 川 県
企 業 庁

６，４０４，９８４６，５７６，７８９６，８３４，７５４６，９３２，６０５６，９６０，２０４合 計

市の主な財産
基金　　　　　　　３４億９，８００万円
有価証券等　　　　 ２億３，７１２万円
土地　　　　　　　　　８３４，０７０㎡
建物　　　　　　　　　２５７，０９９㎡

みずからをいたわり�
互いに励まし ともに生きる�

《健康・福祉》�《健康・福祉》�《健康・福祉》� のびやかに学び�
自由に創造し 多彩に表現する�

《教育・文化》�《教育・文化》�《教育・文化》�

水かがやき�
緑かおり 風おどる空間�

《都市環境》�《都市環境》�《都市環境》�
土を友とし�

未来を創り 夢をはぐくむまち�

《産業》�《産業》�《産業》�

人をつなぎ まちをつなぎ�
世界をつなぐ対話のまち�

《市民活動》�《市民活動》�《市民活動》�

計画を�
推進するために�

平成１２年度末一般会計市債残高

　市債とは、市の実施する建設的な事業で一
時に多額の資金が必要なときの財源調達法の
一つで、長期にわたる借入金をいいます。

諸 支 出 金 �

農林水産業費�

労　働　費�

商　工　費�

議　会　費�

消　防　費�

衛　生　費�

教　育　費�

土　木　費�

公　債　費�

総　務　費�

民　生　費�

100 20 30 40 50 60 70 80 90億円�

81億4,826万円（26.5％）�
86億6,923万円（27.0％）�

52億7,297万円（17.1％）�
52億5,970万円（16.4％）�

39億6,079万円（12.9％）�
38億4,791万円（12.0％）�

38億3,269万円（12.5％）�
44億7,644万円（13.9％）�

35億9,219万円（11.7％）�
33億8,073万円（10.5％）�

35億2,878万円（11.5％）�
36億4,540万円（11.3％）�

15億5,360万円（5.0％）�
15億5,457万円（4.8％）�

3億803万円（1.0％）�
3億2,869万円（1.0％）�

2億3,848万円（0.8％）�
6億4,482万円（2.0％）�

1億6,185万円（0.5％）�
1億5,507万円（0.5％）�

1億3,867万円（0.4％）�
1億2,166万円（0.4％）�

3,812万円（0.1％）�
5,790万円（0.2％）�

平成12年度　307億7,443万円�
平成11年度　321億4,212万円�

目的別歳出構成比推移

目的別歳入構成比推移

平成１２年度決算の状況

歳　
　

出

老
人
保
健

公
共
下
水
道
事
業

介
護
保
険
事
業



お 役 立 ち 情 報 満 載 �！
� 2

日 月 火 水 木 金 土 �

1412 1311
75 64

19 20 2118
272625 28

9
10

8
2

3
1

16
17

15
23

24
22

1
日 月 火 水 木 金 土 �

1 2 3

1715 1614
108 97

22 23 2421
302928 31

12
13

11
5

6
4

19
20

18
26

27
25

市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/、『座間テレホンニュース』1０４６（２５１）９０００でも案内しています。
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メンタルヘルス講習会

「防犯灯」異常に気付いたら
市へ連絡を

　市では、国民生活金融公庫の普通貸

付制度を受けている方を対象に、利息

の一部を一定期間補助しています。こ

れは、商工業を営む方々の経営安定が

大きな目的です。対象者は、忘れずに

期間内にお申し込みください。

○と　き　１月１６日午後２時～４時

○ところ　市民文化会館（ハーモニー

　ホール座間）小ホール

○講　師　順天堂大学助教授　島内憲

　夫さん

○定　員　３００人

○受講料　無料

○申込方法　当日直接会場へ

○その他　手話通訳あり

担当　　　　　　　　　　企画政策課

1０４６（２５２）８２８７ 5０４６（２５５）３５５０

　夜道を明るく照らす防犯灯は、安全

な歩行の確保や犯罪の未然防止など、

安全で快適な街づくりに大きな役割を

果たしています。もし、お近くの防犯

灯の中で「夜になっても点灯しない」

「ついたり消えたりしている」「昼間で

も点灯している」などの異常に気付い

たら、速やかに故障内容と防犯灯の下

に付いている赤色プレートの「防犯灯

番号」を担当へご連絡ください。

担当　　　　　　　　　　市民生活課

1０４６（２５２）８２１８ 5０４６（２５５）３５５０

　市では、平成１４年度の入札参加登録

（追加分）の受け付けを、次のとおり

実施します。登録を希望される方は、

担当で手続きをしてください。

○対象者　①工事請負業者②委託業者

　（地質調査、測量、設計、監理およ

　びその他の業者）③物品販売業者、

　不用物品買受業者

○申請書類　１月１１日～１８日に担当課

　にて、１業種につき１部４００円で販売

　（土曜・日曜日、祝日を除く）

○受付日時　１月２９日～２月５日の午

　前９時～１１時３０分と午後１時～４時

　の間で担当が指定した日時（混雑を

　避けるため受付日時は、申請用紙販

　売の際に指定させていただきます）

○受付場所　市役所５階第４会議室

※指定した日時以外は受け付けしませ

ん。

　また、郵送による申請もできません。

担当　　　　　　　　　　契約検査課

1０４６（２５２）７０７１ 5０４６（２５５）３５５０

　国と県では、母子・寡婦・父母のい

ない家庭などの子どもが安心して修学

できるよう、無利子で修学資金、就学

支度資金などを貸し付けしています。

　事前申し込みの受付期間は２月２８日

までです。これ以降でも常時受け付け

ますが、貸し付けは遅れます。

○修学資金　高等（専修を含む）学校、

　大学（短大を含む）、専門学校へ修学

　するために必要な資金

○就学支度資金　小・中・高等（専修

　を含む）学校、大学（短大を含む）、

　専門学校などの入学に必要な資金

　このほかにも就職支度資金、修業資

金をはじめ用途に応じて無利子または

年利３パーセントの貸付制度がありま

す。ご希望の方は、担当へご相談くだ

さい。

担当　　　　　　　　　　　　児童課

1０４６（２５２）７２０１ 5０４６（２５２）７０４３

　白梅会は市内在住の母子・寡婦家庭

の皆さんの集まりです。白梅会に入会

していろいろな方と交流を持ち、情報

交換しながら一緒に楽しく子育てをし

ましょう。年会費は８００円で主な活動

は慰安会、研修会、県行事への参加、

バザーなどです。

○申込方法　電話で同会会長関根1０４６

　（２５１）４０９１へ

担当　　　　　　　　　　　　児童課

1０４６（２５２）７２０１ 5０４６（２５２）７０４３

○と　き　１月１９日午後１時３０分～２

　時４５分（午後１時１５分開場）

○ところ　市民文化会館（ハーモニー

　ホール座間）小ホール

○内　容　ビートルズナンバー、宮崎

　駿作品、ジャズのスタンダードナン

　バー、ディズニー作品など

○演　奏　ＴＯＭＡ＆ＺＯＯＫＡ－Ｂ

　ＲＯＴＨＥＲＳ

○定　員　３００人（先着順）

○入場料　無料

○申込方法　電話かファクスで担当へ

担当　　　　　　　　　　生涯学習課

1０４６（２５２）８４７２ 5０４６（２５２）４３１１

　市青少年芸術祭実行委員会では、２

月２３日、２４日に市民文化会館（ハーモ

ニーホール座間）で開催される青少年

芸術祭青少年美術展の作品を募集しま

す。

○応募資格　市内在住・在勤・在学の小

　学生（絵画のみ）から２５歳以下の方

○応募規定　最近１年以内の自作品で、

　そのほかは下表のとおり

　市では、良好な生活環境を保全する

ため、市内の緑化を推進しています。

公共施設の緑化のほかに、民間の施設

についても、駐車場の緑化に対して樹

木を無料で配布する「民間施設緑化事

業」、自己敷地内への生け垣設置に対

して奨励金を交付する「生け垣設置奨

励金」を設けて一層の緑化に努めてい

ます。

◆民間施設緑化事業

○配布条件　①事業対象となる面積が

　１５０平方メートル以上で、駐車場を目

　的とする施設であること②その他市

　長が認めた事業であること

○配布内容　市が購入した樹木の苗（限

　度１０万円）

○申込方法　所定の申請書に必要事項

　を記入の上、直接担当へ

◆生け垣設置奨励金

○交付条件　①公道またはこれに準ず

　る私道に設置する部分の延長が５メ 

　ートル以上のもの②公道またはこれ

　に準ずる私道から生け垣を設置する

　部分までの高さが平均１．５メートル以

　下のもの③樹高がおおむね１メート

　ル以上で、幅１メートル当たり４本

　以上列植するものであり、設置する

　前に事前審査を受けたもの

○奨励金額　１メートルにつき４０００円

　（限度８万円）、既存の塀を取り壊し

　て設置する場合は、１メートルにつ

　き６０００円（限度１２万円）

○申込方法　所定の申請書に必要事項

　を記入の上、直接担当へ

担当　　　　　　　　　　公園緑地課

1０４６（２５２）７２２１ 5０４６（２５５）３５５０

市役所は４日から業務開始します。

入札参加登録（追加分）
受け付けのお知らせ

国民生活金融公庫
普通貸付利息補助の申請を！

○受付期間　１月４日～１８日

○補助機関　申請後３年間

○受付場所　市役所２階産業課

○持ち物　支払明細書、印鑑（融資を

　受けた際に使用したもの）、振込先の

　分かるもの

担当　　　　　　　　　　　　産業課

1０４６（２５２）７６０４ 5０４６（２５５）３５５０

座間の地酒「いさま」誕生

　県央小売酒販組合座間支部と市商工

会では、座間のおいしい水と市内で収

穫された酒米（山田錦）で座間特産の

地酒を作りました。

　第一弾として、既に５００本の「吟醸し

ぼりたて」が昨年１２月１８日より市内酒

店で販売されています。

　また、４月には「生酒」５００本が、９

月には「生貯蔵酒」５００本が販売される

予定となっています。

　詳しくは、市商工会1０４６（２５１）１０４０

へお問い合わせください。

担当　　　　　　　　　　　　産業課

1０４６（２５２）７６０４ 5０４６（２５５）３５５０

母子家庭などへの
福祉資金の貸し付け

「母子福祉白梅会」入会のお誘い

ご利用ください「民間施設緑化事業」
「生け垣設置奨励金」

精神保健ボランティア育成講座

　寒さが厳しくなり、水道管の水が凍

ると管に亀裂が入って水漏れすること

があります。

　凍結防止のため、屋外に露出してい

る水道管に毛布や布切れなどの防寒材

を巻いて保護しましょう。

担当　　　　　　　　　水道部工務課

1０４６（２５２）７５０９ 5０４６（２５７）４１５５

ちいさなおもちゃ箱コンサート
“子どもたちに平和な地球を！！”

第２２回青少年芸術祭
美術展作品募集

○応募方法　作品に、必要事項を記入

　した応募用紙を添付するか、種目名、

　題名、氏名、年齢、住所、電話番号、

　勤務先（または学校名と学年）を明

　記した用紙を添付

○搬入期間　２月１日～１２日

○搬入場所　青少年課窓口（青少年セ

　ンター内）

○審　査　厳正な審査の上、種目別に

　賞を贈呈

担当　　　　　　　　　　　青少年課

1０４６（２５３）８４１５ 5０４６（２５９）２１６３

応募規定種　目
水彩・油彩など（版画を含む）の
作品で大きさは四つ切り以内
　　　　　　・・・１人２点以内

絵　画

彫刻・彫塑で展示可能な作品
　　　　　　・・・１人２点以内彫　塑

創作作品で（用紙は自由）大きさ
は四つ切以内※アニメは自由
　　　　　　・・・１人２点以内

イラスト
デザイン
アニメ

モノクロ、カラーいずれも可能でパ
ネルか台紙に必ず張る（できれば撮
影データ添付）・・・１人２点以内

写　真

創作作品で展示可能なもの
　　　　　　・・・１人２点以内工　芸

水道管の凍結にご注意！

○と　き　１月１５日、２２日、２月５日、

　１２日、１９日、２６日、３月５日いずれ

　も火曜日午後１時３０分～３時３０分、

　ほかに実習一日あり（全８回）

○ところ　総合福祉センター（サニー

　プレイス座間）

○内　容　精神障害についての基礎知

　識とボランティア活動について

○対　象　市内在住者

○定　員　３０人程度

○費　用　１０００円（資料代）

○申込方法　電話で担当へ

担当　市社会福祉協議会ボランティア

　　　センター

1０４６（２６６）２００２ 5０４６（２６６）２００９

移動図書館ひまわり号巡回日程

▼ひばりが丘南児童館＝５日・１９日午

後２時３０分～３時３０分▼小松原１丁目

第２多目的広場＝１０日・２４日午前１０時

３０分～１１時３０分▼入谷小学校＝２４日午

後２時３０分～３時４５分▼東原小学校＝

１１日・２５日午後２時３０分～３時４５分▼

ＮＴＴ大塚本町アパート＝１６日・３０日

午前１０時３０分～１１時３０分▼栗原小学校

＝２３日午後２時３０分～３時４５分▼東原

共同住宅＝１７日・３１日午前１０時３０分～

１１時３０分▼相模が丘４丁目多目的広場

＝１８日午前１０時３０分～１１時３０分▼相模

野小学校＝１８日午後２時３０分～３時４５

分▼中原小学校＝１６日・３０日午後２時

３０分～３時４５分

※雨天の場合は巡回を中止します。ま

た、学校への巡回は時間が変更になる

場合があります。

担当　　　　　　　　　　　　図書館

1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

１月に納めるのは

▽国民健康保険税（第８期）▽国民年

金保険料（第１０期）

※最寄りの指定金融機関 ､ 郵便局 ､ 市

役所または各出張所で納めてください。
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◆初めての器づくり

　～土のぬくもり　自分だけの陶器～

○と　き　１月１９日、２０日、２月２日、

　３日、１６日、１７日、３月２日（土）いず

　れも午後６時～８時３０分、３月３日

　（日）午後１時３０分～４時（全８回）

○ところ　市公民館、窯元（相模原市

　北里）

○内　容　土のぬくもりを感じながら、

　器作りを通して親睦を図る

○対　象　市内在住・在勤者

○定　員　１５人（先着順）

○費　用　４５００円（３作品分材料代）

○持ち物　手ぬぐい（綿）、エプロン、

　深皿 ､ 筆記用具

○申込方法　１月１５日までに直接また

　は電話かファクスで同館へ

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

みんなの広場�

◇お譲りします

　ローテーブル、ポータブル便器、白

黒用引き伸ばし機一式、スリッパラッ

ク、柔道着、チャイルドシート、五月

人形、セミダブルベッド、座卓 ､ ハイ

アンドローチェアー、木製滑り台、ひ

な人形、事務用引き出し、電子オルガ

ン、エレクトーン、ベビーラック、ベ

ビー布団、ハムスター飼育ケージセッ

ト、揺りかご、バギー、ピアノ、電話

機、座いす、プリントゴッコ

◇希望します

自転車（１４～１６・２０・２６インチ、大人

用）、三輪車、石うす ､ ファクス ､ パソ

コン ､ キーボード ､ デジタルビデオカ

メラ ､ ミシン、ベビーカーＡ・Ｂ、テ

レビ、ビデオデッキ、ギター、おぶい

ひも、電子ピアノ ､ 学習机、洋服だん

す、ソファー、ベビーベッド、ハイチ 

ェアー、ベビーシート、電話機、チャイ

ルドシート、幼稚園制服（ひばりが丘、

慶泉、相武台、やなせ、栗原）、パソコ

ン用ディスクトップ、エレクトーン、ル 

ームランナー、ベビーフェンス、冷蔵庫

○宝島あったかコンサート

▽とき＝１月１３日午後３時～４時３０分

▽ところ＝総合福祉センター▽内容＝

ハンデのある子もない子もみんな一緒

に楽しむコンサート▽曲目＝ピーター

と狼、千と千尋の神隠し、慎吾ママの

おはロックほか▽入場料＝無料▽問い

合わせ先＝1０４６（２５５）１８５３（山本）

○介護者教室

▽とき＝１月２０日午後２時～３時３０分

▽ところ＝中心荘第１老人ホーム▽内

容＝痴ほう症の高齢者への対応、介護

方法の基礎知識など▽参加費＝無料▽

申込方法＝電話でえびな南高齢者施設

福祉事務課1０４６（２３８）７６８１へ

◆書道サークル

▽とき＝毎月第１・第２・第３火曜日

午後７時～９時▽ところ＝市公民館▽

内容＝書道 ､ ペン字▽会費＝月額１０００

円（教材費別途）▽連絡先＝ 1０４６（２５５）

１８１７（渡辺）

○正しい１１０番の利用について

　～１月１０日は「１１０番の日」～

　１１０番は事件や事故を警察に通報す

るための緊急電話です。警察官に来て

欲しい場所の町名地番、分かりやすい

目標物を確認して１１０番してください。

　また、困り事や相談などの急を要し

ない要件については、＃９１１０番をご利

用ください。

善意のともしび�
（敬称略）�

相談はいずれも無料です
と　こ　ろと　　　き区　分

３階相談室
法律相談、行政書士相
談は、いずれも定員に
なり次第、締め切りま
す。

毎月第２・第４火曜日午後６時３０分～９時と
第３・第４木曜日午後１時３０分～４時３０分
〈予約制（電話可）。４日午前８時３０分から
今月分を受け付け〉

８・１７
・２２・
２４日

法　律

毎月第２火曜日　午前９時～正午８日

法　務
（人権・
戸籍・
登記）

毎月第３木曜日　午前９時～正午１７日行　政

毎週月曜・水曜・金曜日
午前１０時～正午と午後１時～３時３０分

消　費
生　活

毎月第３火曜日　午後１時３０分～４時３０分
〈予約制（電話可）。４日午前８時３０分から
今月分を受け付け〉

１５日
行　政
書　士
（相続・
遺言） 担当　市民生活課1０４６（２５２）８１５８・８２１８

ふれあい会館２階毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１７日駐留軍
離職者 担当　産業課1０４６（２５２）７６０４

４階第１会議室毎月第３木曜日　午前９時～午後３時１７日高年齢者職業

総合福祉センター２階毎週土曜・日曜日　午前９時～正午福　祉
サービス 担当　高齢対策課1０４６（２５２）７１２７

1０４６（２５５）０５００
（電話相談）

毎週火曜・木曜日
午前９時～１１時３０分と午後１時～３時３０分

子育て相談
ホットライン

１階児童課内
 毎月第３金曜日　午前１０時～午後３時１８日婦　人

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後３時母　子
生　活 担当　児童課1０４６（２５２）７２０１

１階国保年金課内 今月は第３火曜日　午前１０時～午後３時１５日
年　金

担当　国保年金課1０４６（２５２）７０３５
青少年センター内
青少年相談室

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時
青少年

担当　青少年相談室 1０４６（２５６）０９０７
青少年センター内
教育研究所

毎週月曜～金曜日　午前１０時～午後４時
教　育

担当　教育研究所 1０４６（２５９）２１６４

総合福祉センター
毎月第１～第４土曜日
午前９時～午後３時

５・１２
・１９・
２６日

結　婚

担当　市社会福祉協議会1０４６（２６６）１２９４

１月の相談日

市公民館
1０４６（２５５）３１３１ 5０４６（２５２）２７７６

図書館
1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

不用品バンク�
担当　　　市民生活課�

1046(252)8158
5046(255)3550

各館とも４日から開館します。

◆家庭でできるフランス料理

　～お鍋ひとつでトレビア～ン！～

○と　き　１月２７日、２月１０日、２４日

　午前１０時～午後０時３０分（全３回）

○内　容　フランス料理の作り方を学

　ぶ

○対　象　市内在住・在勤者

○定　員　２０人（先着順）

◆新春卓球大会

○と　き　１月５日午前１０時～午後０

　時３０分

○内　容　卓球のゲームを楽しむ

○対　象　小学生～成人

○費　用　無料

○持ち物　ラケット（持っている方）

○申込方法　当日直接会場へ
◆年賀状版画展

○と　き　１月８日～３１日（１４日、１５

　日、２１日、２８日は休館）午前９時～

　午後５時

○内　容　年賀状版画教室受講生と、

　きつつき版画倶楽部会員の作品展示

○観　覧　自由

◆手作り絵本講習会

○と　き　１月３１日～３月７日毎週木

　曜日午前１０時～正午（全６回）

○内　容　世界中でたった１冊、わた

　しの本を作ってみませんか

○対　象　市内在住・在勤・在学者

○定　員　２５人（先着順）

○費　用　２０００円

○申込方法　直接または電話で同館へ

◆臨時学校栄養士

○応募資格　栄養士の資格を有する６０

　歳未満の方

○業務内容　小学校の献立作成、栄養

　指導ほか

○採用期間　４月１日～平成１５年３月

　３１日

○勤務時間　午前８時３０分～午後５時

○賃　金　日額８８９２円～１０００３円程度

　（経験年数により異なる）

○通勤手当　通勤距離により支給

○応募方法　市販の履歴書（写真添付）

　に必要事項を記入の上、資格免許証

　の写しを添え１月３１日までに本人が

　担当へ持参

担当　　　　　　　　　　学校教育課

1０４６（２５２）８７３９ 5０４６（２５２）４３１１

○囲碁指導教室

▽とき＝１月１２日午前１０時～午後３時

▽ところ＝市公民館▽対象＝市内在住

の囲碁級位者▽定員＝２０人（先着順）

▽受講料＝無料▽申込方法＝当日直接

会場へ▽問い合わせ先＝市囲碁連盟1

０４６（２５３）５８１１（古市）

サークル会員募集�

◆生け花サークル「はなみずきの会」

▽とき＝毎週木曜日午後７時～▽とこ

ろ＝青少年センター▽内容＝古流松藤

会より講師を招いて楽しく生け花を学

ぶ▽会費＝月額６０００円▽連絡先＝1０９０

（９８５７）６１３５（小林）

◆座間リリーズ

▽とき＝毎週金曜日午前９時３０分～正

午▽ところ＝座間日産体育館▽内容＝

家庭婦人中心に楽しくバドミントンを

する▽対象＝多少経験のある方▽会費

＝月額１５００円（入会金１０００円）▽連絡

先＝1０４６（２５８）０８９０（小林）

◆母と子のプレイルーム

▽とき＝毎月３回火曜日午前１０時～１１

時３０分▽ところ＝相武台前自治会館（相

模原市相武台１丁目）▽内容＝ゆとり

ある子育てができるよう、いろいろな

遊びを通して子どもとの関わりを学ぶ

▽対象＝１歳６カ月～４歳までの幼児

と母親▽会費＝月額４０００円（入会金３０００

円）▽連絡先＝1０４６（２７８）５５１２（石川）

◇地域福祉ふれあい基金へ

▽７万８４００円＝栗原・よもぎの会▽２

万３７２０円＝座間工業会会長窪栄吉▽

１万円＝座間市たばこ販売協議会女性

部部長大沢しげ子

　携帯電話やＰＨＳからの１１０番通報

は、途中で電波が途切れたり、警視庁、

静岡県、山梨県などのほかの警察本部

へつながってしまうことがありますの

で、ご注意ください。皆さんのご協力

をお願いします。▽問い合わせ先＝座

間警察署 1０４６（２５６）０１１０

○相模原都市計画案の縦覧

▽とき＝１月８日～２２日午前８時３０分

～午後５時（土曜・日曜日 ､ 祝日を除

く）▽ところ＝相模原市都市計画課お

よび相模台出張所▽内容＝小田急相模

原駅北口Ａ地区市街地再開発事業に係

る都市計画案の縦覧と意見書の提出。

第１種市街地再開発事業の決定、高度

利用地区の変更、地区計画の決定、道

路の変更▽問い合わせ先＝相模原市都

市計画課 1０４２（７６９）８２４７

※使用料などもお忘れなく。 ○費　用　３５００円（食材費）

○持ち物　エプロン ､ 三角きん ､ 筆記

　用具

○申込方法　１月１８日までに直接また

　は電話かファクスで同館へ

◆座間吟詠会北文化センター教場

▽とき＝毎月第２木曜日、第４土曜日

午後７時～９時３０分▽ところ＝北地区

文化センター▽会費＝月額１５００円▽連

絡先＝1０４６（２５１）２５５６（金子）
◆日本空手道糸洲会錬心塾

▽とき＝毎週日曜日午後６時～８時▽

ところ＝中原小学校体育館▽対象＝ど

なたでも▽協力金＝月額２０００円▽連絡

先＝1０４６（２５７）９８８９（石井）



広報�

1.1
【座間市のお知らせ】

◆平成１４年（２００２年）１月１日発行
◆座間市企画部市民情報課編集
　〒２２８-８５６６　神奈川県座間市緑ヶ丘１-１-１
　1０４６（２５５）１１１１（代） 5０４６（２５５）３５５０
　URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
　i モード：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/

○と　き　１月１３日（日）午前９時３０分～

○ところ　ひばりが丘小学校校庭（荒天の場合は、

　同校体育館にて式典のみ挙行）

○内　容　表彰・式典、消防署による演技、消防団

　による操法演技、消防署・消防団による一斉放水、

　自主防災組織による軽可搬ポンプ放水演技、立野

　台地区女性消防隊による小型ポンプ演技、座間市

　少女マーチングバンドによる演技

　　なお、当日は午前７時にサイレンを鳴らします

　ので、火災とお間違えのないようにご注意ください。

担当　　　　　　　　　　　　　　消防本部総務課

　　　  1０４６（２５６）２２１１内線２２５～６ 5０４６（２５６）２２１５

○と　き　１月９日（水）午後０時２０分～４０分
○ところ　市役所１階市民サロン
○曲　目　オー・シャンゼリゼ、グリーンスリーブス、　
　　　　　愛の賛歌ほか
○演奏者　ソプラノ　殿川裕子さん、飯森恵子さん
　　　　　ピアノ　大石百奈里さん

歌の世界旅行

 根岸 　千洋    ちゃん

ね ぎ し  ち ひ ろ

Ｈ１３．８．１５生まれ　女
南栗原６丁目

 岩崎 　孝樹    ちゃん

いわさき こ う き

Ｈ１３．３．４生まれ　男
新田宿

 新井 　恵都    ちゃん

あ ら い  け い と

Ｈ１２．１２．２０生まれ　女
東原５丁目

 水島 　歩空冬     ちゃん

みずしま ほ く と

Ｈ１３．１．１６生まれ　男
四ッ谷

 山田 　将也    ちゃん

や ま だ  しょうや

Ｈ１３．８．２２生まれ　男
明王

 高本 　歩   ちゃん

たかもと あゆみ

Ｈ１３．２．２０生まれ　女
緑ヶ丘１丁目
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　新成人をお祝いする「成人式」を、

１月１４日（月）に開催します。今回成人

式を迎える皆さんは、昭和５６年４月２

日から昭和５７年４月１日までに生まれ

た１３５１人（男性７１７人、女性６３４人）です。

に
見
事
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
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コ
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☆
市
長
賞
▽
木
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鳥
（
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が
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小
三
年
）
▽
西
川
隆
行
（
相

武
台
東
小
四
年
）
▽
澤
田
あ
か
ね

（
相
模
中
一
年
）

☆
市
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会
議
長
賞
▽
杉
山
光
（
中

原
小
二
年
）
▽
瀬
能
晴
咲
（
相
模

野
小
六
年
）
▽
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水
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（
栗
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中
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年
）

☆
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長
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田
彩
（
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台
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上
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▽
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）
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☆
入
選
▽
矢
嶋
紗
也
加
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ひ
ば
り

が
丘
小
三
年
）▽
三
友
か
ん
な（
相

武
台
東
小
一
年
）▽
舩
戸
麻
衣（
相

武
台
東
小
四
年
）
▽
三
友
ゆ
う
り

（
相
武
台
東
小
六
年
）
▽
大
森
由

莉
香
・
小
林
知
恵（
栗
原
中
三
年
）

▽
杉
山
拓
也
・
奥
田
真
輝
（
栗
原

中
一
年
）

☆
佳
作
▽
武
田
優
華
（
ひ
ば
り
が

丘
小
二
年
）
▽
木
尾
昇
汰
（
座
間

小
三
年
）
▽　

橋
博
海
（
立
野
台

小
三
年
）
▽
川
口
明
裕
（
旭
小
一

年
）
▽
金
子
拓
矢
（
相
模
が
丘
小

三
年
）
▽
井
上
明
紀
（
栗
原
小
一

年
）
▽
杉
山
道
（
中
原
小
五
年
）

▽
中
澤
陽
介
（
入
谷
小
四
年
）
▽

弘
田
圭
佑
（
東
原
小
六
年
）
▽
岩

堀
翔
太
（
西
中
二
年
）
▽
小
松
田

淑
恵
・
野
口
未
奈
美
（
栗
原
中
一

年
）
▽
澁
谷
彩
郁
（
南
中
三
年
）

▽
牧
野
央
嗣
（
南
中
三
年
）

《
県
コ
ン
ク
ー
ル
》

☆
Ｔ
Ｖ
Ｋ
テ
レ
ビ
賞
▽
小
野
寿
子

（
立
野
台
小
六
年
）

☆
佳
作
▽
小
野
寛
子
（
立
野
台
小

二
年
）

担
当　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課

1
０
４
６
（
２
５
２
）
８
３
７
９

5
０
４
６
（
２
５
５
）
３
５
５
０

▲

ＴＶＫテレビ賞　小野寿
子さんの「働く親をもつ子
どもたち」

新成人の門出を祝い�
�
新成人の門出を祝い�
�
新成人の門出を祝い�
� 成人式�成人式�

　当日は、事前に送付しています案内状をお持ちの上、気軽にご参加ください。

○と　き　１月１４日（月）午前１１時～正午（午前１０時～受け付け）

○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）大ホール

※案内状が届いていない方は、担当へお問い合わせください。

担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　 青少年課 1０４６（２５３）８４１５ 5０４６（２５９）２１６３

○と　き　１月２０日（日）

　午後０時３０分～５時

○市民文化会館（ハー
　モニーホール座間）大ホール

○内　容　市内の祭囃子１２団体による囃子、おかめ・ひょっとこ、

　獅子舞ほか

○入場料　無料

担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生涯学習課

　　　　　　　　　　　　　　　  1０４６（２５２）８４７６ 5０４６（２５２）４３１１

新春新春
�

祭囃
子

祭囃
子�まつ

り　
　ば
や　
　　
し

まつ
り　
　ば
や　
　　
し�新春新春
�

祭囃
子

祭囃
子�

たゝき初め大会たゝき初め大会�たゝき初め大会たゝき初め大会�たゝき初め大会�

まつ
り　
　ば
や　
　　
し�

内　容と　き児童館名

福笑い、すごろ
く、貝合わせ

１月７日（月）
午後２時～３時

座間　
1０４６（２５２）０６２１

こま回し、羽根
つきほか

１月８日（火）
午後２時～３時

鳩川　
1０４６（２５５）５７３８

百人一首、こま回
し、羽根つきほか

１月８日（火）
午後２時～３時

ひばりが丘南　
1０４６（２５６）０２３６

貝合わせ大会
１月８日（火）
午後２時～３時

相模野　
1０４６（２５６）２４１９

福笑い、貝合わせ、
ジャンボカルタ

１月１０日（木）
午後２時～３時

栗原　
1０４６（２５２）０６２８

貝合わせほか
１月１０日（木）
午後２時～３時

ひばりが丘・小松原
1０４６（２５３）００４６

こんにちは�こんにちは�こんにちは�

赤ちゃん�赤ちゃん�赤ちゃん�

▲市長賞　木角飛鳥さんの
「遊友クラブへ行ってみよ
う」

▲市長賞　澤田あかねさん
の「ビタミンとミネラルで
健康に」

▼市長賞　西川隆行さんの
「ぼくのまち座間」

※対象は幼児（保護者同伴）から小学生で、入場は自由です。
上履きを持参してください。
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